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定期的に農家等を訪問し、調査票等の記帳状況の確認、決算資料等の回収、聞き取り、把握した内容の整理
（１農家当たり年４回程度の訪問）

調査票データのシステム入力・集計
（１農家当たり12～20日程度）

調査箇所の選定、畝幅・株間の実測
穂数・もみ数等の実測

（年３回程度）
刈取り・脱穀

（農家が収穫する直前）
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【調査時期】
年間３回程度（基本として8月、9月、10月）

【業務内容】
水田内において、畝幅、株間、穂数、もみ数等の計測

【調査時期】
１年間を通して実施
【業務内容】
ほ場１筆ごとの農地区画情報（筆ポリゴン）と現地のほ場を比較し、
現況の田畑の地目、筆の境界の確認

【調査時期】
農家が収穫する直前
【業務内容】
水田において約60株の刈取り、脱穀

【実施時期】
作物ごとに定める時期（１年間を通して実施）
【業務内容】
調査の依頼、調査票の回収、調査票の審査


